
本
会
な
ど
地
方
六
団
体
で
構
成

す
る
地
方
自
治
確
立
対
策
協
議
会

は
、
4
月
27
日
、
全
国
町
村
会
館

で
、
合
区
の
早
期
解
消
促
進
大
会

を
開
催
し
た
。
本
会
か
ら
は
、
森

脇
勇
人
副
会
長
（
松
江
市
議
会
議

長
）
を
は
じ
め
、
島
根
県
、
鳥
取

県
、
徳
島
県
、
高
知
県
下
か
ら
24

人
の
正
副
議
長
が
出
席
し
た
。

大
会
で
は
、
荒
木
泰
臣
・
全
国

町
村
会
会
長（
熊
本
県
嘉
島
町
長
）

の
開
会
挨
拶
の
後
、
地
方
六
団
体

の
各
代
表
か
ら
合
区
解
消
に
関
す

る
発
言
が
あ
り
、
本
会
か
ら
は
森

脇
副
会
長
が
発
言
し
た
（
発
言
要

旨
は
下
掲
）
。

続
い
て
、
櫻
井
正
人
・
全
国
町

村
議
会
議
長
会
会
長
（
宮
城
県
利

府
町
議
会
議
長
）
に
よ
る
大
会
ア

ピ
ー
ル
文
の
朗
読
後
、
各
政
党
代

表
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
が
あ
り
、

最
後
に
、
松
浦
正
人
・
全
国
市
長

会
会
長
（
山
口
県
防
府
市
長
）
か

ら
ま
と
め
の
言
葉
が
あ
っ
た
。

な
お
、
来
賓
と
し
て
、
橋
本
聖

子
・
参
議
院
自
由
民
主
党
議
員
会

長
、
山
本
博
司
・
公
明
党
参
議
院

国
会
対
策
委
員
長
、
森
山
浩
行
・

立
憲
民
主
党
政
治
改
革
Ｐ
Ｔ
座
長
、

奥
野
総
一
郎
・
希
望
の
党
筆
頭
副

幹
事
長
、
足
立
信
也
・
民
進
党
政

務
調
査
会
長
、
井
上
哲
士
・
日
本

共
産
党
参
議
院
国
会
対
策
委
員
長
、

室
井
邦
彦
・
日
本
維
新
の
会
参
議

院
幹
事
長
、
糸
数
慶
子
・
参
議
院

議
員
（
沖
縄
の
風
）
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
挨
拶
が
あ
っ
た
。

森
脇
副
会
長
発
言
要
旨

参
議
院
の
選
挙
区
選
挙
は
、
地

方
の
声
を
国
政
に
届
け
る
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
き
た
が
、
28
年

7
月
の
参
議
院
議
員
選
挙
で
は
、

地
理
的
、
文
化
的
、
発
展
の
歴
史

が
大
き
く
異
な
る
隣
接
県
と
合
区

さ
れ
た
。
合
区
に
よ
る
選
挙
は
、

な
し
崩
し
的
に
国
の
あ
り
方
が
変

え
ら
れ
る
、
地
方
が
軽
視
さ
れ
て

い
る
な
ど
深
刻
な
不
安
を
地
方
に

抱
か
せ
る
と
危
惧
し
て
い
る
。

31
年
夏
に
予
定
さ
れ
て
い
る
参

議
院
議
員
選
挙
で
、
合
区
に
よ
る

選
挙
が
再
び
行
わ
れ
れ
ば
、
地
方

の
声
が
国
政
に
ま
す
ま
す
届
き
に

く
く
な
り
、
地
方
の
切
り
捨
て
と

い
う
大
き
な
不
信
が
生
ま
れ
て
し

ま
う
。
地
域
の
再
生
と
活
性
化
を

目
指
し
た
地
方
創
生
の
流
れ
に
も

逆
行
す
る
。

参
議
院
議
員
選
挙
制
度
の
見
直

し
は
、
地
域
の
歴
史
的
、
文
化
的
、

地
理
的
条
件
を
尊
重
し
、
都
道
府

県
単
位
の
選
挙
区
を
基
本
と
し
た

制
度
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

日本国憲法が昭和22年に施行されて以来、二院制
を採る我が国において、参議院は一貫して都道府県
単位で代表を選出し、地方の声を国政に届ける役割
を果たしてきたが、平成28年7月に憲政史上初の合
区による選挙が実施された。
その結果、投票率の低下や直接候補者と接する機
会の減少、自県を代表する議員が出せないなどの合
区を起因とした弊害が顕在化した。
我が国が直面する急激な人口減少問題をはじめ、
この国のあり方を考えていく上でも、多様な地方の
意見が、国政の中でしっかりと反映される必要があ
り、都道府県ごとに集約された意思が参議院を通じ
て国政に届けられなくなることは非常に問題で、地
方創生にも逆行するものである。
本日、我々はここに、次期参議院選挙において合
区による選挙が再び行われることのないよう、早急
に合区を解消し、都道府県単位による代表が国政に
参加できる選挙制度とすることを強く求める。

第2049号5月25日平成30年
（２０１8年）

合
区
の
早
期
解
消
目
指
し

大
会
ア
ピ
ー
ル
採
択

平成30年4月27日

地方自治確立対策協議会（地方六団体）

合区の早期解消促進大会
― 大会アピール ―

合
区
の
早
期
解
消
促
進
大
会
が
初
開
催

来賓（右から）橋本参議院自民党議員会長、山本公明党参議院国対委
員長、森山立憲民主党政治改革ＰＴ座長、奥野希望の党筆頭副幹事長

来賓（右から）足立民進党政調会長、井上共産党参議院国対委員
長、室井日本維新の会参議院幹事長、糸数参議院議員（沖縄の風）

合区の早期解消促進大会の模様

発言する森脇副会長

〒102-0093
東京都千代田区平河町2-4-2
代表 TEL 03（3262）5234
旬報 TEL 03（3262）2309
発行人 滝本 純生

（1） 平成30年5月25日 第2049号
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東
北
市
議
会
議
長
会

東
海
市
議
会
議
長
会

近
畿
市
議
会
議
長
会

北
海
道
市
議
会
議
長
会

全
国
9
地
方
部
会
は
4
月
19
日
か
ら
5
月
8
日
に
か
け
、
順
次
、
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。
各
総
会
で

は
、
新
会
長
が
就
任
し
た
ほ
か
、
議
案
を
審
議
、
決
定
し
て
い
る
。
決
定
し
た
議
案
の
う
ち
、
各
3
件
以

内
を
部
会
提
出
議
案
と
し
て
、
5
月
30
日
に
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
す
る
全
国
市
議
会
議
長
会
第

94
回
定
期
総
会
へ
上
程
す
る
。
全
9
地
方
議
長
会
の
新
会
長
、議
案
な
ど
に
つ
い
て
、開
催
順
に
紹
介
す
る
。

東
北
市
議
会
議
長
会
は
4
月
19

日
、
山
形
市
で
第
70
回
総
会
を
開

催
し
た
。

議
案
審
議
で
は
、
29
年
度
決
算
、

30
年
度
予
算
な
ど
会
長
提
出
議
案

5
件
に
続
き
、
「
道
路
交
通
環
境

の
整
備
促
進
に
つ
い
て
」
な
ど
6

県
か
ら
3
件
ず
つ
提
出
さ
れ
た
各

県
提
出
議
案
18
件
を
決
定
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
新
会
長
に
渡

邊
元
山
形
市
議
会
議
長
を
選
任
し

た
。

東
海
市
議
会
議
長
会
は
4
月
19

日
、
富
士
市
で
第
1
0
1
回
総
会

を
開
催
し
た
。

議
案
審
議
で
は
、
「
都
市
の
成

長
力
強
化
、
活
性
化
、
安
全
・
安

心
の
確
保
に
つ
な
が
る
道
路
等
社

会
基
盤
整
備
に
つ
い
て
」
な
ど
4

県
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
4
件
に

続
い
て
、
29
年
度
決
算
、
30
年
度

予
算
な
ど
会
長
提
出
議
案
8
件
を

【
各
県
提
出
議
案
】

①
道
路
交
通
環
境
の
整
備
促
進
②

港
湾
の
整
備
促
進
及
び
空
港
の
機

能
拡
充
③
観
光
対
策
の
促
進
（
以

上
、
青
森
県
）
④
国
際
リ
ニ
ア
コ

ラ
イ
ダ
ー
の
誘
致
実
現
⑤
被
災

（
移
転
）
跡
地
に
係
る
土
地
利
用

対
策
の
推
進
⑥
東
京
電
力
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
放

射
性
物
質
汚
染
対
策
（
以
上
、
岩

手
県
）
⑦
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
旧
・
復
興
に
向
け
た
対
応
⑧
医

療
費
助
成
制
度
の
充
実
強
化
⑨
認

可
外
保
育
施
設
へ
の
公
的
支
援
拡

充
（
以
上
、
宮
城
県
）
⑩
高
速
交

通
体
系
の
整
備
促
進
⑪
道
路
ス
ト

ッ
ク
の
老
朽
化
対
策
に
か
か
る
支

援
体
制
の
充
実
⑫
医
師
確
保
と
地

域
へ
の
均
衡
あ
る
医
師
配
置
（
以

上
、
秋
田
県
）
⑬
道
路
の
整
備
促

進
と
財
源
確
保
⑭
酒
田
港
の
機
能

強
化
⑮
児
童
生
徒
の
特
別
支
援
教

育
に
係
る
地
方
財
政
措
置
の
拡
充

（
以
上
、
山
形
県
）
⑯
東
日
本
大

震
災
及
び
原
子
力
発
電
所
事
故
災

害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
加
速
化
の

た
め
の
支
援
⑰
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
環
境
整
備
⑱
子
育
て
支

援
の
た
め
の
保
育
施
設
整
備
に
対

す
る
国
庫
補
助
の
創
設
（
以
上
、

福
島
県
）

【
3
面
へ
続
く
】

近
畿
市
議
会
議
長
会
は
4
月
20

日
、
城
陽
市
で
第
83
回
総
会
を
開

催
し
た
。

議
案
審
議
で
は
、
「
市
町
村
役

場
機
能
緊
急
保
全
事
業
制
度
の
延

長
に
つ
い
て
」
な
ど
3
府
県
か
ら

提
出
さ
れ
た
支
部
提
出
議
案
3
件

を
決
定
し
、
本
会
定
期
総
会
へ
の

提
出
議
案
と
し
た
。
ま
た
、
30
年

度
予
算
の
会
長
提
出
議
案
1
件
を

決
定
し
た
。

役
員
の
選
任
で
は
、
新
会
長
に

増
田
貴
城
陽
市
議
会
議
長
を
選
任

し
た
。

【
支
部
提
出
議
案
】

①
市
町
村
役
場
機
能
緊
急
保
全

事
業
制
度
の
延
長
（
滋
賀
県
）
②

所
有
者
不
明
土
地
対
策（
京
都
府
）

③
関
西
の
地
方
創
生
と
活
性
化

（
兵
庫
県
）

※
本
会
定
期
総
会
提
出
議
案
は
、
各
県

提
出
議
案
⑤
⑦
を
ま
と
め
た
「
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
早
期
復
旧
・
復

興
」、⑥
⑦
⑯
を
ま
と
め
た
「
原
子
力

発
電
所
事
故
災
害
へ
の
対
応
」
、
①

⑩
⑬
⑯
を
ま
と
め
た
「
道
路
交
通
網

の
整
備
促
進
」
、
同
予
備
議
案
は
⑫

北
海
道
市
議
会
議
長
会
は
4
月

24
日
、
小
樽
市
で
第
81
回
総
会
を

開
催
し
た
。

議
案
等
審
議
で
は
、
29
年
度
決

算
、
30
年
度
予
算
な
ど
の
議
案
4

件
に
続
い
て
、
「
北
海
道
新
幹
線

の
建
設
促
進
に
つ
い
て
」
な
ど
支

部
提
出
議
案
6
件
を
決
定
し
、
本

会
定
期
総
会
へ
提
出
す
る
議
案
に

つ
い
て
協
議
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
新
会
長
に
引

き
続
き
山
田
一
仁
札
幌
市
議
会
議

長
を
選
任
し
た
。

【
支
部
提
出
議
案
】

①
北
海
道
新
幹
線
の
建
設
促
進

（
道
西
支
部
）
②
並
行
在
来
線
へ

の
支
援
措
置
（
道
南
支
部
）
③
北

方
領
土
問
題
の
早
期
解
決
等
（
道

東
支
部
）
④
地
域
医
療
体
制
の
充

実
確
保
（
同
）
⑤
北
海
道
の
道
路

整
備
（
同
）
⑥
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
経

営
再
建
及
び
路
線
維
持
に
向
け
た

支
援
措
置
（
道
東
支
部
・
道
北
支

部
）

※
本
会
定
期
総
会
提
出
議
案
は
①
・
②

・
③

※
本
会
定
期
総
会
提
出
議
案
は
②
・
③

・
⑥
、
同
予
備
議
案
は
①

全
国
9
地
方
議
長
会
が
定
期
総
会
を
開
催

東北議長会総会の模様
【写真提供＝山形市】

北海道議長会総会の模様
【写真提供＝小樽市】

―
新
会
長
が
就
任
、
議
案
を
決
定
―

渡邊東北議長会会長
（山形市）

山田北海道議長会会長
（札幌市）

望月東海議長会会長
（富士市）

増田近畿議長会会長
（城陽市）

近畿議長会総会の模様
【写真提供＝城陽市】

第2049号 平成30年5月25日 （2）全 国 市 議 会 旬 報
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関
東
市
議
会
議
長
会

中
国
市
議
会
議
長
会

九
州
市
議
会
議
長
会

決
定
し
た
。

新
会
長
に
は
、
総
会
開
催
市
の

議
長
を
会
長
に
あ
て
る
と
す
る
会

則
に
基
づ
き
、
望
月
昇
富
士
市
議

会
議
長
を
選
任
し
た
。

【
提
出
議
案
】

①
都
市
の
成
長
力
強
化
、
活
性
化
、

安
全
・
安
心
の
確
保
に
つ
な
が
る

道
路
等
社
会
基
盤
整
備（
愛
知
県
）

②
地
域
公
共
交
通
を
維
持
す
る
た

め
の
財
源
の
確
保
と
支
援
の
拡
充

（
三
重
県
）
③
地
方
選
挙
に
お
け

る
投
票
時
の
移
動
支
援
に
要
す
る

経
費
の
全
額
措
置
（
岐
阜
県
）
④

地
方
公
務
員
の
働
き
方
改
革
に
向

け
た
法
環
境
整
備
（
静
岡
県
）

【
2
面
か
ら
続
く
】

関
東
市
議
会
議
長
会
は
4
月
24

日
、
桐
生
市
で
第
84
回
総
会
を
開

催
し
た
。

議
案
審
議
で
は
、
29
年
度
決
算
、

30
年
度
予
算
の
会
長
提
出
議
案
2

件
に
続
い
て
、「「
教
員
の
働
き
方

改
革
」を
求
め
る
要
望
」な
ど
4
都

県
か
ら
提
出
さ
れ
た
都
県
提
出
議

案
4
件
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
本

会
定
期
総
会
へ
の
提
出
議
案
3
件

を
決
定
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
新
会
長
に
田

中
久
和
調
布
市
議
会
議
長
を
選
任

し
た
。

【
都
県
提
出
議
案
】

①
「
教
員
の
働
き
方
改
革
」
を

求
め
る
要
望
（
東
京
都
）
②
国
民

健
康
保
険
広
域
化
に
伴
う
財
政
支

援
の
拡
充
（
千
葉
県
）
③
首
都
圏

中
央
連
絡
自
動
車
道
の
早
期
4
車

線
化
（
茨
城
県
）
④
農
業
振
興
地

域
内
農
用
地
の
規
制
緩
和
に
よ
る

農
地
の
有
効
活
用
（
千
葉
県
）

※
本
会
定
期
総
会
提
出
議
案
は
①
・
②

・
③
、
同
予
備
議
案
は
④

※
本
会
定
期
総
会
提
出
議
案
は
①
・
②

・
③
、
同
予
備
議
案
は
④

中
国
市
議
会
議
長
会
は
4
月
25

日
、
岡
山
市
で
第
1
4
2
回
総
会

を
開
催
し
た
。

議
案
審
議
で
は
、
「
地
方
議
会

へ
の
女
性
の
参
画
を
拡
大
す
る
た

め
の
支
援
に
つ
い
て
」
な
ど
5
県

か
ら
3
件
ず
つ
提
出
さ
れ
た
支
部

提
出
議
案
15
件
に
続
い
て
、
29
年

度
決
算
、
30
年
度
予
算
の
会
長
提

出
議
案
2
件
を
決
定
し
た
。
ま
た
、

本
会
定
期
総
会
へ
の
提
出
議
案
3

件
を
決
定
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
総
会
開
催
市

の
議
長
を
会
長
に
あ
て
る
と
す
る

会
則
に
基
づ
き
、
新
会
長
に
宮
武

博
岡
山
市
議
会
議
長
を
選
任
し
た
。

【
支
部
提
出
議
案
】

①
地
方
議
会
へ
の
女
性
の
参
画
を

拡
大
す
る
た
め
の
支
援
②
地
方
創

生
に
向
け
た
取
り
組
み
の
延
長
と

施
策
の
根
本
的
な
見
直
し
③
山
陰

自
動
車
道
の
建
設
促
進
（
以
上
、

山
口
県
）
④
少
人
数
学
級
の
推
進

な
ど
の
定
数
改
善
、
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
2
分
の
1
復
元
⑤

核
兵
器
保
有
国
を
含
む
全
て
の
国

に
対
し
核
兵
器
禁
止
条
約
の
早
期

発
効
を
求
め
る
こ
と
⑥
待
機
児
童

解
消
に
向
け
た
保
育
士
確
保
の
さ

ら
な
る
推
進
（
以
上
、
広
島
県
）

⑦
山
陰
へ
の
高
速
鉄
道
の
実
現
⑧

緊
迫
す
る
国
際
情
勢
等
に
お
け
る

陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地
の
拡
充
、

機
能
強
化
⑨
公
共
施
設
等
の
老
朽

化
対
策
（
以
上
、
島
根
県
）
⑩
高

速
道
路
網
の
整
備
促
進
⑪
国
民
健

康
保
険
制
度
等
に
お
け
る
基
盤
強

化
⑫
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金

の
拡
充
（
以
上
、
鳥
取
県
）
⑬
国

と
地
方
が
連
携
し
た
質
の
高
い
幼

児
教
育
・
保
育
環
境
の
推
進
⑭
消

防
施
設
・
設
備
の
整
備
に
係
る
国

庫
補
助
基
準
額
の
見
直
し
⑮
地
方

消
費
税
の
清
算
基
準
（
以
上
、
岡

山
県
）

九
州
市
議
会
議
長
会
は
4
月
26

日
、
佐
賀
市
で
第
93
回
総
会
を
開

催
し
た
。

役
員
選
任
で
は
、
総
会
開
催
市

の
議
長
を
会
長
に
あ
て
る
と
す
る

会
則
に
基
づ
き
、
新
会
長
に
武
藤

恭
博
佐
賀
市
議
会
議
長
を
選
任
し

た
。

議
案
審
議
で
は
、
30
年
度
予
算

の
会
長
提
出
議
案
1
件
に
続
い
て
、

「
消
防
団
加
入
促
進
に
向
け
た
取

組
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
」
な

ど
8
県
か
ら
提
出
さ
れ
た
各
支
部

提
出
議
案
22
件
を
決
定
し
た
。
ま

た
、
本
会
定
期
総
会
へ
の
提
出
議

案
3
件
を
決
定
し
た
。

※
本
会
定
期
総
会
提
出
議
案
は
⑦
・
⑩

・
⑬
、
同
予
備
議
案
は
④

【
各
支
部
提
出
議
案
】

①
消
防
団
加
入
促
進
に
向
け
た
取

組
に
対
す
る
支
援
（
福
岡
県
）
②

在
沖
米
軍
基
地
の
負
担
軽
減
（
沖

縄
県
）
③
日
米
地
位
協
定
の
抜
本

的
な
改
定
（
同
）
④
都
市
財
政
の

充
実
強
化
（
長
崎
県
）
⑤
保
育
サ

ー
ビ
ス
の
受
け
皿
整
備
と
質
の
確

保
（
福
岡
県
）
⑥
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
整
備
に
係
る
財
政
措
置
（
佐

賀
県
）
⑦
学
校
施
設
環
境
改
善
交

付
金
の
予
算
確
保
（
熊
本
県
）
⑧

地
域
医
療
の
充
実
強
化
並
び
に
自

治
体
病
院
の
医
師
確
保
対
策
及
び

財
政
支
援
措
置
（
宮
崎
県
）
⑨
地

域
医
療
の
確
保
（
鹿
児
島
県
）
⑩

企
業
誘
致
の
促
進
（
福
岡
県
）
⑪

農
林
水
産
業
の
振
興
（
宮
崎
県
）

⑫
農
林
漁
業
の
振
興
対
策
（
鹿
児

島
県
）
⑬
幹
線
道
路
網
等
の
整
備

促
進
（
佐
賀
県
）
⑭
浄
化
槽
市
町

【
4
面
へ
続
く
】

東海議長会総会の模様
【写真提供＝富士市】

武藤九州議長会会長
（佐賀市）

九州議長会総会の模様
【写真提供＝佐賀市】

中国議長会総会の模様
【写真提供＝岡山市】

関東議長会総会の模様
【写真提供＝桐生市】

田中関東議長会会長
（調布市）

宮武中国議長会会長
（岡山市）

（3） 平成30年5月25日 第2049号全 国 市 議 会 旬 報
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北
信
越
市
議
会
議
長
会

四
国
市
議
会
議
長
会

【
3
面
か
ら
続
く
】

村
整
備
推
進
事
業
に
お
け
る
国
庫

補
助
の
拡
大
（
同
）
⑮
西
九
州
地

域
の
交
通
網
の
整
備
促
進
（
長
崎

県
）
⑯
離
島
振
興
（
同
）
⑰
中
九

州
地
域
の
交
通
網
の
整
備
促
進

（
熊
本
県
）
⑱
東
九
州
地
域
の
広

域
交
通
網
の
整
備
促
進（
大
分
県
）

⑲
豪
雨
災
害
か
ら
の
早
期
の
復
旧

・
復
興
及
び
治
山
・
治
水
対
策
の

推
進
（
同
）
⑳
宮
崎
県
の
道
路
交

通
網
の
早
期
整
備
（
宮
崎
県
）
�

南
九
州
地
域
の
交
通
網
の
整
備
促

進
（
鹿
児
島
県
）
�
鉄
軌
道
を
含

む
新
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
早
期

導
入
（
沖
縄
県
）

北
信
越
市
議
会
議
長
会
は
4
月

26
日
、
富
山
市
で
第
93
回
総
会
を

開
催
し
た
。

議
案
審
議
で
は
、
30
年
度
予
算

な
ど
会
長
提
出
議
案
2
件
に
続
い

て
、
「
原
子
力
防
災
対
策
の
さ
ら

な
る
充
実
と
安
全
・
安
心
の
確
保

に
つ
い
て
」
な
ど
5
県
か
ら
提
出

さ
れ
た
各
県
市
議
会
議
長
会
提
出

議
案
18
件
を
決
定
。
本
会
定
期
総

会
へ
の
提
出
議
案
に
つ
い
て
は
会

長
に
一
任
し
た
。

新
会
長
に
は
、
総
会
開
催
市
の

議
長
を
あ
て
る
と
す
る
会
則
に
基

づ
き
、
村
上
和
久
富
山
市
議
会
議

長
を
選
任
し
た
。

※
本
会
定
期
総
会
提
出
議
案
は
③
、
⑤
、

⑬
⑮
⑰
⑱
⑳
㉑
を
ま
と
め
た
「
九
州

に
お
け
る
高
速
交
通
網
等
の
整
備
促

進
」
、
同
予
備
議
案
は
⑪
⑫
を
ま
と

め
た
「
農
林
水
産
業
の
振
興
対
策
」

【
各
県
市
議
会
議
長
会
提
出
議
案
】

①
原
子
力
防
災
対
策
の
さ
ら
な
る

充
実
と
安
全
・
安
心
の
確
保
（
福

井
県
）
②
原
子
力
防
災
対
策
の
強

化
及
び
周
辺
地
域
の
安
全
確
保

（
石
川
県
）
③
中
部
縦
貫
自
動
車

道
及
び
一
般
国
道
8
号
バ
イ
パ
ス

の
整
備
促
進
（
福
井
県
）
④
日
本

海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
整
備
促

進
（
新
潟
県
）
⑤
広
域
的
な
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
促
進
（
長

野
県
）
⑥
高
規
格
幹
線
道
路
の
機

能
向
上
（
富
山
県
）
⑦
北
陸
新
幹

線
の
整
備
促
進
（
福
井
県
）
⑧
北

陸
新
幹
線
の
早
期
完
成（
石
川
県
）

⑨
豪
雪
に
よ
り
被
災
し
た
農
家
へ

の
経
営
再
建
支
援
（
福
井
県
）
⑩

ク
ル
ー
ズ
客
船
寄
港
に
向
け
た
港

湾
施
設
の
整
備
（
新
潟
県
）
⑪
2

0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る
縄
文

文
化
の
発
信
と
聖
火
台
へ
の
「
火

焔
型
土
器
」
の
採
用
（
同
）
⑫
地

域
医
療
体
制
の
確
立
と
医
師
確
保

対
策
（
同
）
⑬
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
の
予
算
拡
充（
長
野
県
）

⑭
伝
統
工
芸
の
育
成
・
保
存
・
振

興
（
石
川
県
）
⑮
空
き
家
対
策
に

お
け
る
財
政
支
援
等
（
同
）
⑯
教

職
員
定
数
の
拡
充
と
そ
の
確
保

（
富
山
県
）
⑰
社
会
保
障
・
税
番

号
制
度
の
情
報
連
携
に
伴
う
経
費

に
対
す
る
財
源
措
置
（
同
）
⑱
農

業
農
村
整
備
事
業
関
連
予
算
の
確

保
（
同
）

四
国
市
議
会
議
長
会
は
5
月
8

日
、
高
知
市
で
第
80
回
総
会
を
開

催
し
た
。

議
案
審
議
で
は
、
30
年
度
予
算

に
続
い
て
、
「
保
育
所
整
備
補
助

事
業
の
拡
充
に
つ
い
て
」
な
ど
4

県
か
ら
3
件
ず
つ
提
出
さ
れ
た
各

県
市
議
会
議
長
会
提
出
議
案
12
件

を
決
定
し
た
。
ま
た
、
本
会
定
期

総
会
提
出
議
案
に
つ
い
て
は
、
新

旧
会
長
に
一
任
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
総
会
開
催
市

の
議
長
を
あ
て
る
と
す
る
会
則
に

基
づ
き
、
髙
木
妙
高
知
市
議
会
議

長
を
選
任
し
た
。

【
各
県
市
議
会
議
長
会
提
出
議
案
】

①
保
育
所
整
備
補
助
事
業
の
拡
充

（
香
川
県
）
②
小
・
中
学
校
の
空

調
設
備
整
備
に
係
る
学
校
施
設
環

境
改
善
交
付
金
の
採
択
基
準
見
直

し
（
愛
媛
県
）
③
特
定
教
育
・
保

育
施
設
で
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
給
食
の
提
供
に
か
か
る
支
援

（
徳
島
県
）
④
道
路
修
繕
に
係
る

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
見

直
し
（
高
知
県
）
⑤
四
国
新
幹
線

の
導
入
促
進
と
経
営
の
安
定
化

（
愛
媛
県
）
⑥
老
朽
危
険
空
き
家

除
却
支
援
の
拡
充
（
徳
島
県
）
⑦

公
共
工
事
の
発
注
及
び
工
期
の
平

準
化
を
求
め
る
こ
と
（
高
知
県
）

⑧
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
特
別
措

置
法
に
お
け
る
津
波
避
難
対
策
特

別
強
化
地
域
に
係
る
防
災
集
団
移

転
促
進
事
業
の
見
直
し
（
同
）
⑨

地
域
の
医
師
不
足
、
偏
在
の
解
消

（
愛
媛
県
）
⑩
結
婚
支
援
事
業
の

拡
充
と
財
政
支
援
（
香
川
県
）
⑪

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の

協
定
期
間
の
見
直
し
（
徳
島
県
）

⑫
今
後
の
市
町
村
議
会
の
あ
り
方

（
香
川
県
）

※
本
会
定
期
総
会
提
出
議
案
は
⑧
・
⑩

・
⑬
、
同
予
備
議
案
は
⑦

※
本
会
定
期
総
会
提
出
議
案
は
⑥
・
⑨

・
⑫
、
同
予
備
議
案
は
⑧

▼
議
長

▽
指
宿

福
永
德
郎（
2
・
13
）

▼
副
議
長

▽
指
宿

高
田
チ
ヨ
子（
2
・
13
）

▼
事
務
局
長

▽
江
別

土
屋

健（
4
・
1
）

▽
士
別

千
葉
靖
紀（
4
・
1
）

▽
寒
河
江

田
宮
信
明（
4
・
1
）

▽
珠
洲

塩
井
一
仁（
4
・
1
）

▽
越
前

瀧
見
尚
是（
4
・
1
）

▽
台
東

石
野
壽
一（
4
・
1
）

▽
足
立

金
子
敬
一（
4
・
1
）

▽
秦
野

柏
木
秀
治（
4
・
1
）

▽
厚
木

府
川
浩
明（
4
・
1
）

▽
常
陸
大
宮

石
川

保（
4
・
1
）

▽
川
越

小
森
谷
昌
弘（
4
・
1
）

▽
船
橋

小
山
泰
生（
4
・
1
）

▽
鎌
ケ
谷

笠
井
真
利
子（
4
・
1
）

▽
富
津

大
塚
幸
男（
4
・
1
）

▽
い
す
み

四
宮
秀
総（
4
・
1
）

▽
藤
枝

中
村
正
秀（
4
・
1
）

▽
江
南

松
本
朋
彦（
4
・
1
）

▽
知
多

宝

治
男（
4
・
1
）

▽
み
よ
し

溝
口

洋（
4
・
1
）

▽
い
な
べ

藤
野
芳
次（
4
・
1
）

▽
中
津
川

嶋
崎
雅
浩（
4
・
1
）

▽
可
児

田
上
元
一（
4
・
1
）

▽
東
大
阪

奥
野
勝
己（
4
・
1
）

▽
泉
佐
野

射
手
矢
光
雄（
4
・
1
）

▽
四
條
畷

坂
田
慶
一（
4
・
1
）

▽
交
野

奥
西

隆（
4
・
1
）

▽
宇
治

中
上

彰（
4
・
1
）

▽
川
西

佐
谷

靖（
4
・
1
）

▽
御
所

榊

芳
弘（
4
・
1
）

▽
岩
出

寺
西
英
司（
4
・
1
）

▽
玉
野

藤
原
敬
一（
4
・
1
）

▽
下
関

高
松
英
樹（
4
・
1
）

▽
飯
塚

井
桁
政
則（
4
・
1
）

▽
み
や
ま

田
中
裕
樹（
4
・
1
）

▽
壱
岐

米
村
和
久（
4
・
1
）

議議
会会
人人
事事

四国議長会総会の模様
【写真提供＝高知市】

髙木四国議長会会長
（高知市）

北信越議長会総会の模様
【写真提供＝富山市】

村上北信越議長会会長
（富山市）
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2299
年年
度度
各各
委委
員員
会会
要要
望望
結結
果果
のの
概概
要要

本
紙
で
は
、
本
会
5
委
員
会
に
つ
い
て
、
29
年
度
要
望
結
果
の
概
要

を
掲
載
し
て
き
た
（
2
0
4
6
号
�
地
方
行
政
委
員
会
・
地
方
財
政
委

員
会
、
2
0
4
7
・
8
号
�
社
会
文
教
委
員
会
・
産
業
経
済
委
員
会
）
。

今
号
で
建
設
運
輸
委
員
会
を
掲
載
し
て
終
了
す
る
。

各
委
員
会
の
要
望
結
果
に
つ
い
て
は
、
5
月
30
日
開
催
の
第
94
回
定

期
総
会
で
報
告
さ
れ
る
。

建
設
運
輸
委
員
会

建
設
運
輸
委
員
会
の
29
年
度
の

要
望
は
①
地
方
創
生
及
び
地
方
分

権
改
革
の
推
進
②
防
災
・
減
災
対

策
の
充
実
強
化
③
自
然
災
害
対
策

の
推
進
④
各
種
交
通
基
盤
整
備
の

推
進
⑤
都
市
基
盤
整
備
の
推
進
⑥

観
光
立
国
の
推
進
―
に
つ
い
て
の

6
項
目
を
大
き
な
柱
と
し
た
（
要

望
書
は
、本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
全

国
市
議
会
議
長
会
メ
ニ
ュ
ー
」
↓

「
要
望
・
決
議
等
」
↓
「
建
設
運

輸
委
員
会
」
に
掲
載
）
。

要
望
項
目
が
多
数
あ
る
た
め
、

第
93
回
定
期
総
会
（
29
年
5
月
24

日
開
催
）
、
第
1
0
3
回
評
議
員

会
（
29
年
11
月
8
日
開
催
）
で
付

託
さ
れ
た
部
会
提
出
決
議
に
関
す

る
要
望
項
目
の
結
果
を
中
心
に
掲

載
す
る
（
部
会
提
出
決
議
は
、
本

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
要
望
・
決
議

等
」
↓
「
全
国
市
議
会
議
長
会
」

↓
「
平
成
29
年
度
」
に
掲
載
）
。

1

地
方
創
生
及
び
地
方
分
権
改

革
の
推
進

5
委
員
会
共
通
の
要
望
事
項
。

地
方
行
政
委
員
会
「
1
」
・
「
2
」

（
2
0
4
6
号
1
面
）
、
地
方
財

政
委
員
会
「
3
」
（
2
0
4
6
号

4
面
）
を
参
照
。

2

防
災
・
減
災
対
策
の
充
実
強

化5
委
員
会
共
通
の
要
望
事
項
。

地
方
行
政
委
員
会
「
6
」
（
2
0

4
6
号
2
面
）
を
参
照
。

3

自
然
災
害
対
策
の
推
進

①
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進
②

地
震
・
津
波
対
策
の
推
進
③
災
害

時
の
情
報
伝
達
等
の
充
実
強
化
④

治
山
・
治
水
対
策
の
推
進
⑤
災
害

復
旧
・
復
興
支
援
―
な
ど
を
要
望

し
た
。

①
に
つ
い
て
。
国
土
強
靭
化
基

本
法
な
ど
自
然
災
害
対
策
の
各
法

律
に
基
づ
く
施
策
の
着
実
な
推
進

等
を
要
望
し
て
お
り
前

出
の
地
方
行
政
委
員
会

「
6
」
（
2
0
4
6
号

2
面
）
参
照
。
な
お
、

総
会
で
の
関
東
部
会
提

出
議
案
の
国
庫
補
助
金

に
お
け
る
予
算
確
保
の

う
ち
、
社
会
資
本
整
備

に
対
す
る
十
分
な
予
算

と
緊
急
防
災
・
減
災
事

業
債
の
拡
充
な
ど
に
つ

い
て
要
望
し
た
。
30
年

度
国
土
交
通
省
予
算
の

う
ち
、
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
と
し
て
29

年
度
比
53
億
8
6
0
0

万
円
減（
0
・
6
％
減
）

の
8
8
8
5
億
7
2
0

0
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

ま
た
、
30
年
度
地
方
債

計
画
に
お
い
て
、
緊
急

防
災
・
減
災
事
業
債
に

29
年
度
と
同
額
の
5
0

0
0
億
円
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。

②
に
つ
い
て
。
総
会
で
の
東
海

部
会
提
出
議
案
の
地
震
対
策
の
充

実
強
化
の
う
ち
、
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
・
首
都
直
下
型
地
震
対
策

で
は
、
30
年
度
国
交
省
予
算
に
29

年
度
比
1
億
円
減（
0
・
1
％
減
）

の
1
6
2
1
億
円
が
計
上
さ
れ
、

想
定
さ
れ
る
具
体
的
な
被
害
特
性

に
合
わ
せ
た
実
効
性
の
あ
る
対
策

が
推
進
さ
れ
る
。
ま
た
、
国
交
省

の
住
宅
局
関
係
予
算
に
お
い
て
、

大
規
模
地
震
の
際
に
想
定
さ
れ
る
、

人
的
・
経
済
的
被
害
を
軽
減
し
、

事
前
防
災
や
減
災
に
資
す
る
、
強

靭
な
国
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

住
宅
の
耐
震
化
に
向
け
て
積
極
的

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
地
方

公
共
団
体
を
対
象
と
し
た
住
宅
耐

震
化
を
総
合
的
に
支
援
す
る
新
た

な
メ
ニ
ュ
ー
の
創
設
が
明
記
さ
れ

た
（
図
参
照
）
。

③
に
つ
い
て
。
30
年
度
総
務
省

予
算
に
29
年
度
比
1
億
2
0
0
0

万
円
増
（
9
・
1
％
増
）
の
14
億

4
0
0
0
万
円
が
計
上
さ
れ
、
災

害
時
の
情
報
伝
達
体
制
や
消
防
防

災
通
信
体
制
の
強
化
が
図
ら
れ
る
。

④
に
つ
い
て
。
評
議
員
会
で
の

東
海
部
会
提
出
議
案
の
治
水
事
業

の
促
進
の
要
望
に
も
あ
っ
た
河
川

整
備
基
本
方
針
や
河
川
整
備
計
画

の
変
更
計
画
に
沿
っ
た
河
川
整
備

の
よ
り
一
層
の
推
進
な
ど
に
関
し

て
、
整
備
計
画
未
策
定
の
河
川
に

お
け
る
計
画
の
早
期
策
定
に
つ
い

て
は
平
成
29
年
度
中
の
一
級
（
国

交
大
臣
管
理
区
域
）
河
川
整
備
計

画
の
策
定
・
変
更
状
況
は
渡
良
瀬

川
（
利
根
川
水
系
）
、
神
通
川
（
神

通
川
水
系
）
な
ど
9
河
川
と
な
っ

て
い
る
。
な
お
、
評
議
員
で
の
九

州
部
会
提
出
議
案
の
記
録
的
な
豪

雨
災
害
に
対
す
る
河
川
等
災
害
復

旧
事
業
及
び
治
山
・
治
水
対
策
の

推
進
に
つ
い
て
は
産
業
経
済
委
員

会
「
5
」
③
（
2
0
4
7
・
8
号
）
、

防
災
・
安
全
交
付
金
の
所
要
額
確

保
を
含
む
防
災
減
災
対
策
の
充
実

強
化
に
つ
い
て
は
前
出
の
地
方
行

政
委
員
会
「
6
」
（
2
0
4
6
号

2
面
）
を
参
照
。

⑤
に
つ
い
て
。
29
年
7
月
の
九

州
北
部
豪
雨
災
害
に
お
い
て
、
大

量
の
土
砂
・
流
木
で
埋
塞
し
た
河

川
の
公
共
土
木
施
設
を
全
国
初
の

「
全
損
」
（
全
て
壊
れ
て
い
る
も

【
6
面
へ
続
く
】

〈〈終終〉〉

図 住宅耐震化の取り組みの方向性

※平成30年度国土交通省住宅局関係予算の概要から抜粋

（5） 平成30年5月25日 第2049号全 国 市 議 会 旬 報



【
5
面
か
ら
続
く
】

の
）
と
し
て
扱
う
災
害
査
定
が
実

施
さ
れ
、
事
業
採
択
さ
れ
た
。
こ

の
結
果
、
災
害
査
定
が
迅
速
化
さ

れ
、
本
格
的
な
災
害
復
旧
事
業
の

早
期
着
手
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま

た
、
広
範
囲
に
わ
た
り
被
災
・
埋

塞
し
て
い
る
河
川
に
つ
い
て
、
著

し
く
被
害
を
受
け
た
一
連
区
間
の

河
川
の
拡
幅
な
ど
を
一
定
の
計
画

に
基
づ
い
て
行
う
改
良
的
な
復
旧

事
業
「
一
定
災（
※
）」
（
国
庫
負

担
率
3
分
の
2
以
上
）
と
し
て
初

め
て
事
業
採
択
し
、
査
定
設
計
書

の
作
成
な
ど
の
事
務
手
続
や
地
方

負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
た
（
※
広

範
囲
に
わ
た
っ
て
被
災
し
、
そ
の

被
災
の
程
度
が
激
甚
で
あ
り
、
そ

の
被
災
施
設
を
原
形
に
復
旧
す
る

こ
と
が
著
し
く
不
適
当
な
場
合
に

施
行
す
る
必
要
最
小
限
度
の
工

事
）
（
図
参
照
）
。
30
年
4
月
に

は
、
福
岡
県
、
大
分
県
に
限
り
適

用
し
て
い
た
制
度
拡
充
を
全
国
に

拡
大
し
た
。
な
お
、
30
年
度
内
閣

府
防
災
部
門
予
算
の
災
害
復
旧
・

復
興
に
29
年
度
比
6
0
0
万
円
増

（
0
・
2
％
増
）
の
28
億
4
4
0

0
万
円
が
計
上
さ
れ
、
災
害
者
支

援
に
関
す
る
総
合
的
対
策
の
推
進

な
ど
が
図
ら
れ
る
。

4

各
種
交
通
基
盤
整
備
の
推
進

（
1
）
道
路
の
整
備
促
進

総
会
で
の
東
北
部
会
提
出
議
案

の
道
路
交
通
網
の
整
備
促
進
、
北

信
越
部
会
提
出
議
案
の
日
本
海
沿

岸
東
北
自
動
車
道
の
整
備
促
進
、

近
畿
部
会
提
出
議
案
の
国
道
8
号

の
渋
滞
対
策
と
整
備
推
進
、
中
国

部
会
提
出
議
案
の
高
速
道
路
4
車

線
化
の
早
期
実
現
、
九
州
部
会
提

出
議
案
の
九
州
に
お
け
る
高
速
交

通
網
等
の
整

備
促
進
、
評

議
員
会
で
の

北
信
越
部
会

提
出
議
案
の

地
域
高
規
格

道
路
松
本
糸

魚
川
連
絡
道

路
の
整
備
促

進
、
中
国
部

会
提
出
議
案

の
道
路
整
備

事
業
に
係
る

国
の
財
政
上

の
特
別
措
置

に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く

補
助
率
等
の

嵩
上
げ
措
置

の
継
続
、
四

国
部
会
提
出

議
案
の
地
方

の
道
路
整
備

の
推
進
、
九

州
部
会
提
出
議
案
の
九
州
に
お
け

る
高
速
交
通
網
の
整
備
促
進
等
の

要
望
内
容
に
も
あ
っ
た
①
高
規
格

幹
線
道
路
網
の
早
期
完
成
に
向
け

た
明
確
な
方
向
性
の
提
示
、
地
域

高
規
格
道
路
の
財
源
確
保
②
高
速

道
路
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
解
消

③
道
路
財
特
法
に
規
定
す
る
国
庫

補
助
負
担
率
の
嵩
上
げ
措
置
の
継

続
④
一
般
国
道
の
慢
性
的
な
交
通

渋
滞
解
消
の
た
め
、
4
車
線
化
や

バ
イ
パ
ス
の
整
備
促
進
⑤
道
路
除

排
雪
体
制
の
充
実
強
化
―
な
ど
を

要
望
し
た
。

①
・
②
に
つ
い
て
。
高
規
格
幹

線
道
路
の
総
延
長
は
約
1
万
4
0

0
0
㎞
と
さ
れ
て
お
り
、
30
年
度

末
に
1
万
1
9
2
2
㎞
、
進
捗
率

は
85
％
と
な
る
予
定
。
30
年
度
新

規
開
通
予
定
箇
所
は
合
計
2
8
4

㎞
で
北
海
道
横
断
自
動
車
道
黒
松

内
釧
路
線
（
余
市
〜
小
樽
Ｊ
Ｃ

Ｔ
：
24
㎞
）
、
東
北
中
央
自
動
車

道
（
南
陽
高
畠
〜
山
形
上
山:

24

㎞
）
、
中
部
横
断
自
動
車
道
（
新

清
水
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
富
沢
：
21
㎞
）
、

近
畿
自
動
車
道
名
古
屋
神
戸
線

（
新
四
日
市
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
亀
山
西
Ｊ

Ｃ
Ｔ
：
27
㎞
）
な
ど
18
路
線
27
区

間
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
30
年

度
道
路
関
係
予
算
で
は
、
地
域
高

規
格
道
路
そ
の
他
に
29
年
度
比
15

億
円
増
（
3
・
0
％
増
）
の
5
1

6
億
円
が
確
保
さ
れ
た
。

③
に
つ
い
て
。
道
路
整
備
事
業

に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置

法
を
含
む
道
路
法
等
一
部
改
正
法

が
30
年
3
月
30
日
に
成
立
し
、
29

年
度
末
ま
で
の
時
限
措
置
と
な
っ

て
い
た
、
道
路
財
特
法
の
規
定
に

よ
る
補
助
率
等
の
嵩
上
げ
措
置
が

10
年
間
継
続
さ
れ
、
財
政
力
の
低

い
地
方
団
体
へ
の
支
援
や
、
地
方

団
体
に
よ
る
老
朽
化
対
策
が
支
援

さ
れ
る
。

④
に
つ
い
て
。
効
率
的
な
物
流

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
と
し
て
前

年
度
比
2
4
6
億
円
減
（
9
・
7

％
減
）
の
2
2
8
3
億
円
が
計
上

さ
れ
、
大
都
市
圏
環
状
道
路
等
の

整
備
や
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
渋
滞
対

策
な
ど
が
推
進
さ
れ
、
交
通
渋
滞

の
緩
和
等
に
よ
る
迅
速
・
円
滑
で

競
争
力
の
高
い
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
実
現
が
図
ら
れ
る
。

⑤
に
つ
い
て
。
国
交
省
は
冬
期

道
路
交
通
の
確
保
の
た
め
、
30
年

度
を
初
年
度
と
す
る
「
積
雪
寒
冷

特
別
地
域
道
路
交
通
確
保
五
箇
年

計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

計
画
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
除
雪
、

防
雪
な
ど
の
費
用
の
一
定
割
合
が

補
助
さ
れ
る
。

（
2
）
新
幹
線
鉄
道
の
整
備
促
進

総
会
で
の
北
海
道
部
会
提
出
議

案
の
並
行
在
来
線
へ
の
支
援
措
置
、

北
信
越
部
会
提
出
議
案
の
北
陸
新

幹
線
の
整
備
促
進
、
四
国
部
会
提

出
議
案
の
四
国
へ
の
新
幹
線
導
入
、

評
議
員
会
の
北
海
道
部
会
提
出
議

案
の
北
海
道
新
幹
線
の
建
設
促
進
、

九
州
部
会
提
出
議
案
の
九
州
に
お

け
る
高
速
交
通
網
の
整
備
促
進
等

の
要
望
内
容
に
も
あ
っ
た
新
幹
線

鉄
道
の
整
備
促
進
を
要
望
し
た
。

30
年
度
の
国
交
省
予
算
に
お
い

て
、
整
備
新
幹
線
整
備
事
業
費
補

助
に
29
年
度
と
同
額
の
7
5
4
億

5
0
0
0
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

「
整
備
新
幹
線
の
取
扱
い
に
つ
い

て
」
（
27
年
1
月
14
日
政
府
・
与

党
申
合
せ
）
に
基
づ
き
、
北
海
道

新
幹
線
（
新
函
館
〜
札
幌
間
）
、

北
陸
新
幹
線
（
金
沢
〜
福
井
〜
敦

賀
間
）
、
九
州
新
幹
線
（
武
雄
温

泉
〜
長
崎
間
）
の
整
備
の
前
倒
し

を
図
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
旅
客
会
社

か
ら
経
営
分
離
さ
れ
た
並
行
在
来

線
区
間
を
Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
が
引
き

続
き
走
行
す
る
場
合
、
並
行
在
来

線
事
業
者
に
対
し
適
切
な
線
路
使

用
料
が
支
払
わ
れ
る
よ
う
貨
物
調

整
金
制
度
に
よ
り
調
整
措
置
が
講

じ
ら
れ
て
い
る
。

（
3
）
地
方
鉄
道
等
に
対
す
る
支

援

地
域
鉄
道
関
係
予
算
総
額
の
増

額
や
補
助
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
、

30
年
度
国
交
省
予
算
に
お
い
て
、

地
域
鉄
道
の
利
用
促
進
や
地
域
の

活
性
化
を
図
る
べ
く
、
鉄
道
の
利

便
性
向
上
の
施
設
整
備
支
援
の
た

め
、
幹
線
鉄
道
等
活
性
化
事
業
費

補
助
に
29
年
度
比
8
億
3
0
0
万

円
減
（
9
・
1
％
減
）
の
79
億
8

5
0
0
万
円
に
加
え
、
安
全
性
の

向
上
支
援
の
た
め
鉄
道
施
設
総
合

【
7
面
へ
続
く
】

図 災害復旧事業の制度拡充 ～九州北部豪雨での取り組みを全国に展開～
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安
全
対
策
事
業
費
補
助
に
29
年
度

比
1
億
9
0
0
0
万
円
減
（
4
・

6
％
減
）
の
39
億
8
2
0
0
万
円

が
計
上
さ
れ
た
。

（
4
）
地
域
公
共
交
通
に
対
す
る

支
援

①
地
域
公
共
交
通
の
現
行
路
線

の
維
持
・
存
続
、
事
業
の
継
続
実

施
や
安
全
性
確
保
、
安
定
的
な
経

営
へ
の
支
援
制
度
の
拡
充
強
化
②

地
域
公
共
交
通
の
維
持
・
確
保
に

取
り
組
む
市
町
村
に
対
す
る
地
方

交
付
税
に
よ
る
財
政
措
置
の
充
実

強
化
―
な
ど
を
要
望
し
た
。

①
に
つ
い
て
。
30
年
度
国
交
省

予
算
に
お
い
て
、
持
続
可
能
な
地

域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の

実
現
に
29
年
度
比
7
億
円
減
（
2

・
9
％
減
）
の
2
3
8
億
円
が
計

上
さ
れ
、
利
便
性
と
効
率
性
の
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
た
持
続
可
能
な
地

域
公
共
交
通
網
へ
の
再
編
等
の
支

援
や
地
域
特
性
に
応
じ
た
路
線
バ

ス
・
離
島
航
路
等
の
生
活
交
通
の

確
保
維
持
の
支
援
、
地
域
鉄
道
の

安
全
性
向
上
に
資
す
る
設
備
の
更

新
等
の
支
援
な
ど
が
実
施
さ
れ
る
。

②
に
つ
い
て
。
地
域
公
共
交
通

活
性
化
再
生
法
な
ど
を
踏
ま
え
た

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
地
域
公

共
交
通
確
保
維
持
改
善
事

業
に
29
年
度
比
5
億
円
減

（
2
・
3
％
減
）
の
2
0

9
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い

る
（
図
参
照
）
。
な
お
、

29
年
12
月
末
現
在
、
同
法

に
基
づ
き
、
21
件
の
地
域

公
共
交
通
再
編
実
施
計
画

が
国
土
交
通
大
臣
に
認
定

さ
れ
て
い
る
。

（
5
）
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
経

営
再
建
及
び
路
線

維
持
に
向
け
た
支

援

総
会
で
の
北
海
道
部
会

提
出
議
案
の
Ｊ
Ｒ
北
海
道

の
経
営
再
建
及
び
路
線
維

持
に
向
け
た
支
援
措
置
の

要
望
内
容
の
う
ち
、
国
の

支
援
の
あ
り
方
の
抜
本
的

な
見
直
し
に
つ
い
て
、
28

年
度
か
ら
30
年
度
ま
で
の

予
定
で
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
設

備
投
資
と
修
繕
に
対
す
る

追
加
支
援
（
総
額
1
2
0

0
億
円
）
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
支
援
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
抜
本
的
な
見
直
し
は
さ

れ
て
い
な
い
。

5

都
市
基
盤
整
備
の
推
進

①
社
会
資
本
整
備
事
業
等
の
推

進
②
下
水
道
整
備
の
推
進
③
中
心

市
街
地
活
性
化
の
推
進
―
な
ど
を

要
望
し
た
。

①
に
つ
い
て
。
総
会
で
の
関
東

部
会
提
出
議
案
の
国
庫
補
助
金
に

お
け
る
予
算
確
保
で
要
望
さ
れ
た
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
な
ど

の
所
要
額
の
確
保
に
つ
い
て
、
国

交
省
所
管
の
地
方
公
共
団
体
向
け

個
別
補
助
金
を
一
つ
の
交
付
金
に

原
則
一
括
し
、
地
方
公
共
団
体
に

と
っ
て
自
由
度
が
高
く
、
創
意
工

夫
を
生
か
せ
る
総
合
的
な
交
付
金

で
あ
る
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
に
30
年
度
国
交
省
予
算
で
29
年

度
比
53
億
8
6
0
0
万
円
減
（
0

・
6
％
減
）
の
8
8
8
5
億
7
2

0
0
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。
な
お
、

評
議
員
会
で
の
関
東
部
会
提
出
議

案
の
公
共
施
設
等
適
正
管
理
推
進

事
業
債
の
期
間
延
長
は
、
地
方
財

政
委
員
会
「
2
」
②
（
2
0
4
6

号
4
面
）
を
参
照
。

②
に
つ
い
て
。
国
交
省
の
下
水

道
事
業
関
係
予
算
に
29
年
度
と
同

額
の
54
億
円
が
計
上
さ
れ
、
安
全

・
安
心
な
生
活
を
確
保
す
る
た
め

の
浸
水
対
策
や
地
震
対
策
、
下
水

道
機
能
を
確
保
す
る
た
め
の
戦
略

的
な
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
施
設
の
集
約
化

な
ど
に
よ
る
広
域
化
等
が
推
進
さ

れ
る
と
と
も
に
、
下
水
道
事
業
債

に
つ
い
て
は
、
30
年
度
地
方
債
計

画
（
通
常
収
支
分
）
に
29
年
度
比

3
9
4
億
円
増
（
3
・
3
％
増
）

の
1
兆
2
2
9
8
億
円
が
計
上
さ

れ
た
。

③
に
つ
い
て
。
中
心
市
街
地
に

お
け
る
都
市
機
能
の
増
進
や
経
済

活
力
の
向
上
を
、
総
合
的
か
つ
一

体
的
に
推
進
す
る
た
め
、
市
町
村

が
策
定
し
た
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
が
内
閣
総
理
大
臣
に
認

定
さ
れ
た
場
合
、
関
係
府
省
庁
か

ら
重
点
的
な
支
援
（
国
交
省
で
は

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
に
よ

る
）
が
行
わ
れ
る
。
30
年
3
月
末

現
在
、
1
4
2
市
2
町
で
2
2
4

計
画
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。

6

観
光
立
国
の
推
進

①
訪
日
外
国
人
の
増
加
に
向
け

た
施
策
②
魅
力
あ
る
観
光
地
域
づ

く
り
の
促
進
―
な
ど
を
要
望
し
た
。

①
に
つ
い
て
。
30
年
度
税
制
改

正
に
お
い
て
、
観
光
促
進
の
た
め

国
際
観
光
旅
客
税
が
創
設
さ
れ
、

31
年
1
月
7
日
以
後
の
出
国
旅
客

に
定
額
の
負
担
を
求
め
る
こ
と
で
、

観
光
施
策
の
た
め
の
財
源
と
し
て

ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
で
快
適
に
旅
行

で
き
る
環
境
の
整
備
な
ど
が
推
進

さ
れ
る
ほ
か
、
30
年
度
観
光
庁
予

算
に
お
い
て
、
訪
日
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
の
抜
本
的
改
革
と
観
光
産
業

の
基
幹
産
業
化
に
、
29
年
度
比
13

億
9
6
0
0
万
円
増（
14
・
9
％

増
）
の
1
0
7
億
6
8
0
0
万
円

が
計
上
さ
れ
、
地
域
で
の
雇
用
創

出
と
生
産
性
の
高
い
観
光
産
業
の

確
立
が
図
ら
れ
る
。

②
に
つ
い
て
。
観
光
圏
整
備
事

業
の
一
層
の
充
実
の
た
め
、
30
年

度
観
光
庁
予
算
に
お
い
て
、
テ
ー

マ
別
観
光
に
よ
る
地
方
誘
客
事
業

に
29
年
度
と
同
額
の
1
億
5
1
0

0
万
円
が
計
上
さ
れ
、
各
地
に
点

在
す
る
テ
ー
マ
毎
の
観
光
資
源
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
る
情
報
発

信
力
強
化
な
ど
が
図
ら
れ
る
。

【
6
面
か
ら
続
く
】

※国土交通省ホームページから抜粋
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トトピピッッ
ククスス

こ
の
ほ
ど
、
本
紙
で
は
、
2
月

か
ら
4
月
に
全
国
の
市
議
会
に
お

い
て
可
決
し
た
意
見
書
・
決
議
の

う
ち
、
※本
会
に
報
告
の
あ
っ
た
件

数
を
取
り
ま
と
め
た
。
件
数
の
多

い
順
に
意
見
書
・
決
議
の
内
容
を

紹
介
す
る
。

ババ
リリ
アア
フフ
リリ
ーー
法法
のの

改改
正正
とと
円円
滑滑
なな
施施
行行

意
見
書
・
決
議
で
最
も
多
か
っ

た
の
は
、
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の

改
正
と
円
滑
な
施
行
」
で
77
件
だ

っ
た
。

ほ
と
ん
ど
の
意
見
書
が
前
文
で

「
2
0
2
0
年
に
は
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
が
開
催
さ
れ
、
こ
れ
を
契

機
と
し
た
共
生
社
会
の
実
現
を
レ

ガ
シ
ー
と
す
べ
く
、
ま
た
、
政
府

の
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
を
具

体
化
す
る
た
め
、
東
京
の
み
な
ら

ず
全
国
各
地
の
一
層
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
が
進
め
ら
れ
る
必
要
が
あ

る
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

①
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
促
進
に
関

す
る
国
民
の
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
そ
の
協
力
を
求
め
る
よ
う

国
と
し
て
教
育
活
動
、
広
報
活
動

等
に
努
め
る
こ
と
」
②
「
地
域
の

面
的
・
一
体
的
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
進
め
る
た
め
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
法
の
基
本
構
想
制
度
の
見
直
し

も
含
め
た
新
た
な
仕
組
み
に
つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
」
③
「
公
共
交

通
事
業
者
が
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一

体
的
な
取
組
を
計
画
的
に
進
め
る

枠
組
み
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ

と
」
④
「
施
策
を
進
め
る
際
に
は
、

高
齢
者
、
障
が
い
者
等
の
意
見
を

聞
く
よ
う
な
仕
組
み
を
検
討
す
る

こ
と
」
⑤
「
法
改
正
後
速
や
か
な

施
行
を
行
う
観
点
か
ら
、
改
正
内

容
に
つ
い
て
、
十
分
に
周
知
を
行

う
こ
と
」
―
の
5
項
目
を
求
め
て

い
る
。

所所
有有
者者
不不
明明
のの
土土
地地
利利
用用

「
所
有
者
不
明
の
土
地
利
用
」

は
73
件
。

ほ
と
ん
ど
の
意
見
書
が
①
「
合

理
的
な
探
索
の
範
囲
や
有
益
な
所

有
者
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
、

所
有
者
の
探
索
の
合
理
化
を
図
る

こ
と
」
②
「
所
有
者
不
明
土
地
の

発
生
を
予
防
す
る
仕
組
み
を
整
備

す
る
こ
と
」
③
「
土
地
所
有
権
の

放
棄
の
可
否
や
土
地
の
管
理
責
任

の
在
り
方
等
、
土
地
所
有
の
在
り

方
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
」④「
所

有
者
不
明
土
地
の
収
用
手
続
の
合

理
化
や
円
滑
化
を
図
る
こ
と
」
⑤

「
収
用
の
対
象
と
な
ら
な
い
所
有

者
不
明
土
地
の
公
共
的
事
業
の
利

用
を
促
進
す
る
こ
と
」
―
の
5
項

目
を
求
め
て
い
る
。

流流
量量
確確
保保
のの
たた
めめ
のの
中中
小小
河河
川川

のの
河河
道道
掘掘
削削
のの
予予
算算
のの
確確
保保

「
流
量
確
保
の
た
め
の
中
小
河

川
の
河
道
掘
削
の
予
算
の
確
保
」

は
72
件
。

ほ
と
ん
ど
の
意
見
書
が
、
3
か

年
の
時
限
的
措
置
で
あ
る
中
小
河

川
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
①
中
小
河
川
を
管
理
す

る
地
方
自
治
体
が
よ
り
柔
軟
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
、
河
道
掘
削
対

策
箇
所
の
拡
大
を
含
め
た
検
討
②

32
年
度
以
降
の
十
分
な
予
算
確
保

③
国
直
轄
河
川
の
河
道
掘
削
へ
の

必
要
な
対
策
―
の
3
項
目
を
求
め

て
い
る
。
ま
た
、
防
災
・
安
全
交

付
金
を
活
用
し
た
中
小
河
川
の
河

道
掘
削
制
度
の
恒
久
化
の
検
討
も

求
め
て
い
る
。

日日
米米
地地
位位
協協
定定
のの
抜抜
本本
的的
改改
定定

「
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
改

定
」
は
23
件
。
う
ち
、
意
見
書
14

件
、
決
議
9
件
。

沖
縄
の
米
軍
に
よ
る
事
故
な
ど

に
つ
い
て
の
抗
議
決
議
な
ど
で
、

日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
改
定
を

求
め
て
い
る
。

核核
兵兵
器器
禁禁
止止
条条
約約
にに
つつ
いい
てて

「
核
兵
器
禁
止
条
約
に
つ
い
て
」

は
17
件
。
う
ち
14
件
の
意
見
書
が

条
約
の
署
名
・
批
准
（
調
印
、
参

加
含
む
）
を
求
め
て
い
た
。
ほ
か

の
3
件
は
、
▽
戦
争
の
抑
止
力
を

高
め
る
橋
渡
し
と
し
て
の
役
割
の

強
化
（
2
件
）
▽
核
兵
器
廃
絶
に

向
け
た
取
り
組
み
（
1
件
）
―
を

求
め
る
も
の
だ
っ
た
。

※
「
本
会
に
報
告
の
あ
っ
た
件

数
」
と
は
、
各
市
区
議
会
か

ら
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
メ

ン
バ
ー
の
ペ
ー
ジ
の
オ
ン
ラ

イ
ン
調
査
・
回
答
シ
ス
テ
ム

に
入
力
さ
れ
た
も
の
の
ほ
か
、

郵
便
、
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス

で
受
け
付
け
た
も
の
。
な
お
、

入
力
方
法
な
ど
の
問
い
合
わ

せ
に
つ
い
て
は
、
本
会
調
査

広
報
部
（
☎
0
3
―
3
2
6

2
―
5
2
3
7
）
ま
で
。

各
市
区
議
会
か
ら
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
・
回

答
シ
ス
テ
ム
に
入
力
さ
れ
た
意
見

書
・
決
議
（
平
成
16
年
以
降
の
も

の
）
は
、
メ
ン
バ
ー
の
ペ
ー
ジ
か

ら
検
索
し
、
閲
覧
で
き
る
。
な
お
、

メ
ン
バ
ー
の
ペ
ー
ジ
を
利
用
す
る

に
は
、
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必

要
と
な
る
。
Ｉ
Ｄ
な
ど
に
つ
い
て

は
、
29
年
3
月
31
日
付
け
「
（
全

議
Ｍ
1
第
5
号
）
全
国
市
議
会
議

長
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

（
お
知
ら
せ
）
」
で
各
議
会
事
務

局
に
通
知
し
て
い
る
。

決議

―

―
―

9

―

―

―

―
―
9
32
41

意見書

77

73
72

14

17
（14）

（2）

（1）

16

11

10
10
300
286
586

件 名

○バリアフリー法の改正と円滑な施
行

○所有者不明の土地利用
○流量確保のための中小河川の河道
掘削の予算確保

○日米地位協定の抜本的改定につい
て（沖縄の米軍による事故など抗
議決議）

○核兵器禁止条約について
・条約の署名・批准（参加・調印含
む）

・戦争の抑止力を高める橋渡しと
しての役割強化

・核兵器廃絶に向けた取り組み
○地方公務員法及び地方自治法の一
部改正

○新たな森林管理システムの早期実
施

○生活保護基準の引き下げ撤回
○教員定数の改善
【小計】

○その他

【総合計】

議会 意意
見見
書書
・・
決決
議議
のの
状状
況況
30年
2月
〜
4月
可決分

バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
改
正
と
円
滑
な
施
行
が
最
多

2月から4月に可決した意見書・決議の議決状況

※件名は代表的なもので、同内容のものも含めている
※意見書・決議の件数が多い順に掲載
※（ ）は内
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